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1 設立経緯

　当協会は、水道施設の運営と管理の発展を図り、

もって公衆衛生の向上及び生活環境の維持、改善に寄

与することを目的に平成15年10月に水道O＆M研究会

として発足しました。平成23年 6 月に発展的に解消し、

一般社団法人水道運営管理協会として設立し、現在に

至っております。

　水道法の改正に伴い、水道の管理に関する技術上の業務委託が認められるようになり、委託をうけ

られるものは、業務を適正かつ確実に遂行するに足りる経理的及び技術的な基礎を有するものと定め

られた。

　このような状況の中で、水道本来の目的及び機能を十分発揮させると共に地域の実情に応じた効率

的な維持管理を行うことにより委託者の信頼にこたえることがこれから業務を受託する民間業界の責

務である。

　本協会は、民間企業による水道施設の運営と管理の促進・定着を図るため、その技術の改善・向上

に関する調査・研究を行う。

設立趣旨

会 長　藤 田 賢 二
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2 組織図

運営組織

協会組織図

総　　会：意思決定・議決機関

　　　　　メンバー：会員企業の代表者

　　　　　開　　催：年 1回

理 事 会：総会議決事項執行機関

　　　　　　　メンバー：代表理事、副代表理事、理事、監事

委 員 会：協会の構成委員会

　　　　　運営委員会：・��総会、理事会での決定事項の実施案及び理事会への提案事項を審議、調整、

決定

　　　　　　　　　　　・��代表理事の指示事項、運営委員会、業務及び技術委員会、事務局からの提

案事項を審議、調整、決定

　　　　　技術委員会：・技術の改善・向上に関わる調査研究

　　　　　　　　　　　�・規格・基準等に関する調査研究

　　　　　　　　　　　�・講習会、研修会、見学会等の実施

　　　　　業務委員会：・関係官公庁の施策等に対する協力、要請

　　　　　　　　　　　�・広報活動

　　　　　　　　　　　�・安全・危機管理対策の調査研究

　　　　　　　　　　　�・受託状況等の調査

ホームページ・機関誌WG

業務委員会

広報WG

運転・保全技術WG

研修WG

技術委員会

理　事　会総　　　会

●協会員保有機能：EPC + O&M EPC：Engineering, Procurement and Construction
O&M：Operation and Maintenance

事　務　局

会　　　長
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3 活動実績

2005

2003
　水道法改正による第三者委託が可能になり、

全国各事業体では浄水施設の運転管理を民間へ

発注する検討が増大すると考えられた。

　しかしながら、民間委託の実績が少ないた

め、まずは水道施設の運転管理に関する官民リ

スク分担の考え方をまとめる必要があった。

　このためWGを設立し、運転管理業務におけ

るリスクを洗い出し、それらの対策を検討した

上、様々なケースについてのリスクヘッジにつ

いてまとめた。

　民間委託が進まない原因の一つとして、「民間に委託して本当に問題ないのか」を懸念している事業

体が多いことが挙げられる。これらの対応策として会員企業間で災害時の相互支援協定を結ぶことで、

事業体の心配や不安を払拭し、安心感を持ってもらうことを目的に協定を策定した。

「水道事業におけるリスクヘッジＷＧ活動報告書」を作成

平成17年度 「災害支援協定」を協会員間で締結

平成15年度

応急対策業務
に関する協定

対 策 本 部

会 員 企 業

水道運営管理協会
協定書の締結

緊
急
支
援

支
援
要
請

協力要請

被災水道事業者

受託水道事業者（会員企業）

災害等の発生
地 震 災 害

津 波 被 害

台 風 災 害

降 雨 災 害

事 故 災 害

水 質 異 常

防災の取り組み
防災マニュアル

防 災 訓 練

緊急施設の把握

緊急対応業務
被災情報の収集

緊 急 対 応

二次災害の防止

情報網の確立

応 急 対 策

復旧計画の策定

応急対策業務
第三者委託
業務支援

緊急時対応
の研究

企業独自の
危機管理

応急対策業務の
支援協定
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2007

2006
平成18年度 「水道施設管理技士試験」講習会を開催

　平成16年度からの水道施設管理技士
制度開始を機に水道事業体から有資格
者による管理を依頼されるケースが増
大した。
　こうした要請に応えるため会員を対
象に平成17年度から試験対策の講習会
を開催している。

　平成21年度からは開催地も東京のみ
でなく大阪に拡大した。また、平成23
年度からは非会員も受講可能とし、事
業体職員や非会員の企業からも多く参
加して頂いている。

　平成18年 9 月に日本水道協会にて『水道事業

における調達方式のあり方に関する検討会』が

開催され、その中で「調達方式のあり方」、「総

合評価方式」、「業務委託」の三つの視点から検

討が開始された。

　水道O＆M研究会として総合評価方式の適正

な方法について検討整理した『総合評価分類

（案）』が委員会の『業務委託の手引書』にお

ける「包括委託における評価項目例」として採

用された。

平成19年度 「品確法ＷＧ活動報告書」を作成
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2008
　会員の運転・維持管理従事者の技術力向上を

目的とした『運転管理マニュアル』を発刊し、

浄水施設等に使われている設備、機械、電気の

説明だけでなく、維持管理の基本・留意点につ

いても取り上げ、実務に役立つものとした。

2010
　平成22年12月 8 日、第一回会員報告

会を開催した。

　会員の受託状況調査結果をはじめと

した協会の活動内容を会員に報告し

た。また、（財）水道技術研究センター

技術顧問の石井様による講演『浄水場

のO＆M契約におけるKPI（主要業務

指標）の適用について』が行われた。

　本年度以降、毎年12月に定期開催し、

活動内容の報告のほか、時世に応じた

テーマでの講演会を開催している。

平成22年度

平成20年度

会員報告会を開催

水道施設の「運転管理マニュアル」を発刊
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平成23年度 「水道施設管理技士　試験問題の傾向と対策」を発刊

2011
　水道施設運転管理技術者を養成する

ことを目的に水道施設管理技士試験制

度が平成16年度からスタートした。

　近年、本資格の有資格者による管理

を委託条件の一つとするケースが多く

なってきている。

　当協会ではH23年度『水道施設管理

技士（浄水・管路）試験問題の傾向と

対策』を発刊し、効率的な学習と実力

練成を目指した。

　また、平成25年度には後継書として

『水道施設管理技士　精選問題集』を

発刊し学習者の利便性を高めた。

2012

平成24年度 一般社団法人　日本水道工業団体連合会からの提言
（水道事業民間委託促進検討委員会及びＷＧ）

　水道事業の官民連携が進まない現状を踏

まえ、官民が抱えている問題点及びその課

題を抽出し技術者不足や技術継承等で将来

に不安を抱えている水道事業体を支援する

ため、一社）日本水道工業団体連合会が事

務局となり 7 つの提言を行った。

　当協会はその委員会及びWGに参画し、

取り纏めを行った。
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厚生労働省HPより

2012
　水道を取り巻く環境は大きく変化しており、これまでの『水道ビジョン（平成16年策定、平成20

年改訂）』を全面的に見直す必要が生じてきた。このため厚生労働省は『新たな水道ビジョン』を

公表するために策定検討会を設置した。

　当協会も施設管理の受託者としての立場として検討会に参画し、新水道ビジョン策定に寄与した。

平成24年度 新水道ビジョン策定検討会に参画
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厚生労働省HPより

平成25年度 新水道ビジョン推進協議会に参画

　平成25年 3 月に策定された『新水道ビジョン』に示された各種方策を推進するため、方策の実施

主体となる関係者が実施状況を共有し、密接に連携するための枠組みとして、『新水道ビジョン推

進協議会』が設置された。

　当協会も協議会のメンバーであり、施設管理の受託者としての立場で『持続』『安全』『強靭』に

つながる取り組みを行っている。

2013

■目　的
○新水道ビジョンに示された各種方策を推進するため、方策の実施主体となる関係者が実施状況を共有し、密接に

連携するための枠組みとして、「新水道ビジョン推進協議会」を設置する。

水道関係団体等
平成25年度の活動案・（公財）給水工事技術振興財団

・厚生労働省健康局水道課
・国立保健医療科学院
・（一社）水道運営管理協会
・（公財）水道技術研究センター
・全国簡易水道協議会
・（一社）全国給水衛生検査協会
・（公社）日本水道協会
・（一社）に本水道工事団体連合会
　　　　　　　　　　  （五十音順）

（年度内に3回程度の会議開催をイメージ）
○ウェブサイトの設置、運営
○先進事例の収集
○ロードマップの作成

平成26年度以降の活動予定
○推進方策の実施状況の検証
○ロードマップのリバイス
○新水道ビジョンのフォローアップ

（※）そのほか、学識者による参画、協
力を求める。

（事務局）
厚生労働省水道課

行政機関（都道府県）

水道事業者 大学・研究機関

新水道ビジョン推進協議会

様々な機会
において情報
を共有

個別検討事項

安全 強靭 持続

連続

挑戦
新水道ビジョンを踏まえた施策の

推進とフォローアップ

新水道ビジョンロードマップ

活動イメージ

新水道ビジョン推進協議会 参考資料 1
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4 会員受託実績

水道施設の見学会を実施
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・東京都水道局朝霞浄水場
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※H26年度データは一部未計上案件あり
※調査対象
　H22年12社、H23年13社、H24～26年14社

ありあけ浄水場
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5 会員受託実績（第三者委託）

6 保有技術者（有資格者数）

番号 主な浄水場名 所在地（県名） 所在地 契約年数 種　別 浄水方法
1 中標津浄水場 北海道 中標津町 1年 上水 急速ろ過
2 旭町浄水場 北海道 夕張市 5年超 上水 急速ろ過
3 白老浄水場 北海道 白老町 5年 上水 急速ろ過
4 二戸市浄水場 岩手県 二戸市 5年 上水 急速ろ過
5 滝沢浄水場 福島県 会津市 5年超 上水 急速ろ過
6 三春浄水場 福島県 三春町 3年 上水 急速ろ過
7 矢板上水事業所 栃木県 矢板市 3年 上水 急速ろ過
8 前新田浄水場 千葉県 印旛郡 5年 用水供給 急速ろ過
9 長柄浄水場 千葉県 長柄町 3年 用水供給 急速ろ過
10 矢倉沢浄水場 神奈川県 南足柄市 5年 上水 急速ろ過
11 川井浄水場 神奈川県 横浜市 5年超 上水 無機膜
12 杣口浄水場 山梨県 山梨市 5年 上水 急速ろ過
13 上野浄水場 岐阜県 高山市 5年 上水 急速ろ過
14 広石浄水場 兵庫県 洲本市 1年 上水 急速ろ過
15 防鹿水源地 広島県 大竹市 5年 上水 緩速ろ過
16 芸北地区 広島県 北広島町 5年 簡易水道 急速ろ過
17 向江田浄水場 広島県 三次市 5年 上水 急速ろ過
18 中田井浄水場 愛媛県 四国中央市 5年 上水 急速ろ過
19 恵久美浄水事業所 愛媛県 松前町 3年 上水 有機膜

20 ありあけ浄水場 福岡県
熊本県

大牟田市
荒尾市 5年超 上水 無機膜

21 田川地区水道企業団 福岡県 田川郡 3年 用水供給 急速ろ過
22 丸山浄水場 鹿児島県 薩摩川内市 3年 上水 急速ろ過

　　平成26年 6 月 1 日時点

　　平成26年 6 月 1 日時点
資　格　名　称 人　数

1 技術士（上下水道部門：上水道及び工業用水道） 164 
2 水道施設管理技士　　　   （浄水 1級） 82 
3 　　　　　〃　　　　　　（浄水 2級） 546 
4 　　　　　〃　　　　　　（浄水 3級） 1,861 
5 水道施設管理技士　　  　 （管路 1級） 2  
6 　　　　　〃　　　　　　（管路 2級） 41 
7 　　　　　〃　　　　　　（管路 3級） 164 
8 水道技術管理者 688 
9 電気主任技術者（第 1種、第 2種、第 3種） 936 
10 環境計量士（濃度関係） 134 
11 ボイラー技士（特級、 1級、 2級） 3,221 
12 電気工事士（第 1種、第 2種、高圧電気工事技術者） 4,703 
13 産業廃棄物処理施設管理技術者 181 
14 公害防止管理者 1,577 
15 衛生管理者 863 
16 安全衛生推進者 828 
17 エネルギー管理士 183 
18 給水装置工事主任技術者 155 
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7 協会活動履歴

総会及び報告会 活動内容（各種委員会、講演会、研修会） 水道関連資料・その他

2003年（平成15年）

H15.10. 1
水道O＆M研究会発足

H15. 6 .16　
「水道事業のリスクに対する保険」　
 三井住友海上火災保険㈱ 企画営業第一部　宮本　良夫

H16. 3 .28　
リスクヘッジWG活動報告書

H15.10.17　
第 1回通常総会　

（水道O＆M研究会）

H15. 4 .23　
「ISO/TC224（水道関係）」　
 工務部長　石井　健睿 

H15.10.17　
「水道・水質の管理について」　
 北海道大学創成化学研究機構特任教授　眞柄　泰基

2004年（平成16年）

H16. 3 .31　
第 2回通常総会

日本水道協会　
『浄水場の・・・委託業務に関わる賠償責任保険』の
商品化に協力

H16. 9 .24　
標準業務委託契約書案及び標準仕様
書案

H16. 3 . 9
「水道施設管理技士制度の概要と応募要領」　
 （社）日本水道協会調査部調査課　山崎調査役

要望活動　99ヶ所

H16. 3 .31
「上水道の現状と民間委託の将来展望」　
 （社）日本工業水道団体連合会専務理事　坂本　弘道

2005年（平成17年）

H17. 3 .22
ホームページ開設

H17. 1 .14　
日本水道協会　
『第三者委託に係る水道施設の管理の諸経費調査』受託

H17. 7 . 6 　
第三者委託に係わる水道施設の運営
と管理の調査報告

H17. 6 . 9
第 3 回通常総会

H17. 3 .18　
福井県簡易水道協会　
『水道事業の第三者委託について』

H17.11.29　
太田市渡良瀬浄水場施設見学

H17. 6 . 9
災害支援協定締結

H17. 6 . 9 　
「水道行政の課題と動向」　
 厚生労働省健康局水道課課長補佐 東　幸毅

H18. 2 .10　
研究会説明資料

H17. 9 .20　
「水道浄水施設管理技士試験講習会傾向と対策」　
 （社）日本水道協会研修国際部研修課長　羽根田　卓一

要望活動　98ヶ所

H17.12. 6 　
「水道における2007年問題と対応」　
 厚生労働省健康局水道課長　山村　尊房

2006年（平成18年）

H18. 6 .13
第 4 回通常総会

H18. 1 .11　
「水道事業における水質管理」　
 （財）水道技術研究センター調査事業部長　齋藤　昇

H18. 3 　
『水道事業ガイドライン』への対応に
関する調査・研究

H18. 6 . 1 　
「水道事業の課題と展望」　
 （社）日本水道協会専務理事　赤川　正和様

H18. 3 　
標準業務委託契約書案及び標準業務
仕様書（修正提案）

H18.12. 5 　
「水道における2007年問題と対応」　
 厚生労働省健康局 水道課長　山村　尊房

H18.12.13
浄水施設管理技士試験の講習会開催

H18.12.13　
『受託水道技術者の役割』　
 厚労省水道計画指導室向井室長補佐

要望活動　98ヶ所

H18.12.13　
『膜ろ過浄水について』　
 水道技術センター中村研究員
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総会及び報告会 　活動内容（各種委員会、講演会、研修会） 水道関連資料・その他

2007年（平成19年）

H19. 6 . 6 　
第 5回通常総会

H19. 6 . 6 　
「小規模水道の運営管理強化について」
 厚生労働省健康局 水道課長　山村　尊房

H19. 1 .24　
東京都水道局研修センター・
開発センター見学

H19. 9 .10　
『浄水処理運用のポイント』　
（社）日本水道協会 佐藤常男　
『危機管理とリスク管理』　
 （社）日本水道協会　安部　宗孝

要望活動　100ヶ所

H19.11. 8 　
『水道技術の研究開発動向』　
 （財）水道技術研究センター浄水技術部　中村　洋　
『水道を取り巻く状況と水道行政の動向』　
 厚生労働省 水道課計画指導室長　向井　隆裕　
『高度浄水処理・膜処理・紫外線処理』

H19.11　
品確法WG活動報告書

H19.12.11　
『水道法関係と水道技術の主要課題』　
 （社）日本水道協会工務部次長　宮下　松雄　
『水道の建設投資の動向について』　
 （財）水道技術研究センター常務理事　安藤　茂

H19.12.11　東京　
水道施設管理技士試験の講習会

2008年（平成20年）

H20. 3 .19　
臨時総会

H20. 6 .17　
「水道ビジョンと水道を取り巻く状況」　
 厚生労働省健康局水道課長　山村　尊房

H20. 2 .15　
東京都水道局朝霞浄水場見学

H20. 6 .17　
第 6回通常総会

『水道ビジョン改訂版の準備状況について』　
 厚生労働省健康局水道計画指導室長　大宮　清隆

H20. 8 　
水道国際貢献推進調査WGメンバー

2009年（平成21年）

H21. 6 .19　
第 7回通常総会

H21. 2 . 3 　
『チーム水道産業・日本』構成メンバー　
第 1 回～厚生労働省健康局水道課

H21. 3 　
運転管理マニュアル　発行

H21. 6 .19　
『最近の水道行政の課題と取組』　
 厚生労働省健康局水道課長　粕谷　明博

水道施設管理技士試験の講習会
　H21.10.20　東京
　H21.12. 2 　大阪

H21. 8 .28
日本水道協会北海道支部　道東地区協議会　
『第三者委託について』

受託状況調査

2010年（平成22年）

H22.10.15　
災害支援協定改訂

                     
要望活動　33ケ所　
受託状況調査

H22. 6 . 9 　
第 8回通常総会

H22. 8 .28　日本水道協会北海道地方支部
『中小水道事業における公民連携について』

水道施設管理技士試験の講習会
　H22.10.13　東京
　H22.10.26　大阪

H22.12. 8 　
第 1回会員報告会

H22.11. 5 　茨城県企業局　
『浄水場管理運営に係る外部委託のあり方』民間側の意見

H22.12. 8 　
「浄水場のO＆M契約におけるKPI（主要業務指標）の
適用について（試案）
 （財）水道技術研究センター技術顧問　石井　健睿
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総会及び報告会 活動内容（各種委員会、講演会、研修会） 水道関連資料・その他

2011年（平成23年）

H23. 6 . 7 　
第 9回通常総会

H23.10. 5 　
「大震災の教訓」　
 厚生労働省健康局水道課長　石飛　博之

要望活動　30ケ所　
受託状況調査
技術者調査

H23. 6 . 7 　
第 1回通常総会

（水道運営管理協会）

H23.10.26　
日本水道協会富山県支部　
『業務委託の課題について』～受託者の観点から～

H23.12.10　
水道施設管理技士（浄水・管路）　　
～試験問題の傾向と対策～　
出版

H23. 7 .23　
臨時総会

H24. 2 .21　
日本水道協会茨城県支部　
『これからの公民連携のあり方について』　
～受託者の観点から～

水道施設管理技士試験の講習会
　H23.11. 8 　東京
　H23.11.11　大阪

H23.12. 8 　
第 2回会員報告会

H24. 2 ～H25. 3 　
厚生労働省『新水道ビジョン策定検討会』　
 構成員　代表理事　服部博光

H23、24年度　
日本水道協会　
『水道施設管理業務検討専門委員会』

H23～27年度（当面 2 年間）　
水道技術研究センター　
『水道事業の業務評価等に係る研究』検討委員会

H23. 7 .13　
「水道行政の最近の動向」　
 厚生労働省健康局水道課長　石飛　博之

H23.12. 8 　
「水マネジメントとCSR」　
 W&E研究所代表　山村　尊房

2012年（平成24年）

H24. 7 .13　
第 2回通常総会

H24. 1 .24　水道事業セミナー　
『これからの水道事業はどうあるべきか』　
 パネラーとして参加　　主催／日本水道新聞社　
　　　　 　　　　　　　司会／日本水道協会

要望活動　11ケ所　
受託状況調査　
技術者調査

H24.12. 6 　
第 3回会員報告会

H24. 8 .30　
日本水道協会北海道地方支部道北地区協議会　
『第三者委託の先進事例について』

水道施設管理技士試験の講習会
　H24.10.26　大阪
　H24.10.30　東京

H25. 3 　　
日本水道協会発行　
『水道施設管理業務第三者委託積算要領案』への意見

H25. 3 .12　日本水道協会千葉県支部　第 3 回水道講習会
『第三者委託の先進的事例について』

H24. 9 .7　『水道施設管理業務評価マニュアル（案）』　
検討専門委員会（オブザーバとして参画）

H24. 6 ～H25. 4 　
日本水道工業団体連合会　
水道事業民間委託促進検討委員会及びWGに参画

H24.11.28　
大阪市水道局技術研修会　
『水道施設管理技士講習会』　
 講師　月島テクノメンテサービス㈱技監　宮山　佳彦

H24.12. 5 　
「将来の水道事業と健全経営のあり方」
㈱浜銀総合研究所　地域戦略研究部　地域経営研究室長 
 主任研究員　佐藤　裕弥
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総会及び報告会 活動内容（各種委員会、講演会、研修会） 水道関連資料・その他

2012年（平成24年）

H25.12. 4 　
水道技術研究センター
主　　催　水道技術セミナー
講　　演　「PPPによる効率的な 水道サービス実現への取組」　
 代表理事　服部　博光

H24. 8 .30　
北海道地方支部・道北地区協議会　
『第三者委託の先進的事例について』

H25. 3 .12　
日本水道協会千葉県支部　
『第三者委託の先進的事例について』

2013年（平成25年）

H25.7.2　
第 3回通常総会

H25.3.12　
日本水道協会千葉県支部　
『第三者委託の先進的事例について』

H25. 4 　水団連発行　
『水道事業の民間委託促進に向けて』

H25.12.6　
第 4回会員報告会

H25.5.29　
「水道施設管理業務第三者委託積算要領（案）－浄水場等運転・保全
管理業務編－」、「水道施設管理業務評価マニュアル案」　
 （公社）日本水道協会工務部技術課 副主幹　吉田　茂

受託状況調査　
技術者調査

H25. 7 . 2 　
「新水道ビジョンと水道行政の当面の課題について」　
 厚生労働省健康局水道課長　宇仁菅　伸介

H25. 9 .26　
　ありあけ浄水場見学

H25. 7 .17　
日本水道協会埼玉県支部　水道講習会　
『水道事業の広域化と公民連携の推進に向けて』　
 根本、惣名（技術委員会）

H25.10. 2 　
水道施設管理技士（浄水・管路）　
　～精選問題集～　出版

H25. 7 .17
　糟屋地区水道協会研修会　
『水道事業の民間委託促進に向けて』

水道施設管理技士試験の講習会
　H25.10.18　大阪　　
　H25.10.22　東京

H25. 7 .18
北海道・東北ブロック地方公営企業連絡協議会
『水道事業の民間委託促進に向けて』

H25. 8 ～
新水道ビジョン推進協議会

H25. 8 .29
日水協愛媛県支部　水道講習会
『水道事業における民間委託の今後及び問題点について』

H25.12. 5 　
「水道事業の現在位置と将来」　
 環境省 大臣官房総務課 環境情報室室長　熊谷　直哉

2014年（平成26年）

H26.7.1　
第 4回通常総会

H26. 7 . 1 　
「新水道ビジョンに基づく厚生労働省の施策の進捗と今後の取組に
ついて」　
 厚生労働省健康局水道課課長補佐　松田　尚之

H26.12.4　
第 5回会員報告会

H26.12. 4 　基調講演「水道事業における技術者確保」　
　　　　　 トキワ松学園理事長　真柄　泰基　
【パネルディスカッション】　

コーディネーター：真柄　泰基
　　　 　パネラー：宮崎　正信（厚生労働省健康局水道課長）　　

尾﨑　　勝（日本水道協会理事長） 　　　　
水谷　重夫（水管協代表理事）
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8 関連記事

月刊「水」
平成16年3月号

日本水道新聞　 平成15年12月8日
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水道産業新聞
平成16年5月17日

日本水道新聞
平成16年10月7日

1 ■■■■
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水道産業新聞　 平成17年10月20日

日本水道新聞　 平成18年7月3日
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水道産業新聞　 平成18年10月19日
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水道産業新聞
平成20年5月12日

日本水道新聞　 平成20年1月1日
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水道産業新聞
平成21年11月12日

水道産業新聞
平成21年11月19日
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水道産業新聞
平成23年10月27日

日本水道新聞　 平成23年6月6日
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水道産業新聞
平成24年7月12日

水道産業新聞
平成25年5月27日
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